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　近年インプラント治療や、歯周治療、審美歯科等が目覚しい勢いで

発展している。一方、それらに求められることは、長期間に渡って健

康維持に役立ち、残存歯を含め他の組織も保全させることである。そ

のためには、炎症のコントロールとともに力のコントロールが重要で

ある。

　過去において、咬合が全盛の時代に、すべては咬合が解決するとい

う偏った考えが横行した。その反動として、現在では咬合の重要性が

軽視されているように思える。臨床において、機能回復を必要としな

い治療はごく稀である。今一度、咬合を見つめ直すときが来ている。

　力のコントロールにおける重要な Key Word である歯列弓の保全と

安定した咬頭嵌合位について述べ、また、歯のポジションの重要性に

ついても、矯正治療と絡めてまとめてみたい。

｢歯科治療における咬合の重要性｣
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